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９
月
７
日
（
日
）
大
阪
府
立
消
防
学
校
に

て
、
第
69
回
大
阪
府
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
、

中
河
内
地
区
支
部
代
表
と
し
て
八
尾
市
消
防

団
南
東
方
面
隊
か
ら
５
名
の
選
抜
者
が
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
極
寒
の
中
自
主
訓
練
が
ス
タ
ー
ト
し
、
雨

の
日
も
夏
の
酷
暑
の
中
で
も
夜
遅
く
ま
で
訓

練
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
途
中
、
１
番

員
が
怪
我
に
よ
り
負
傷
し
、
急
遽
交
代
の
ア

ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
自
主
練
習
で

の
特
訓
も
重
ね
一
致
団
結
し
て
大
会
に
臨
み

ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
そ
の
成
果
を
最
大
限
に
発
揮

し
、
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
く

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
惜
し
く
も
優
勝
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
選
手
を
は
じ
め
消
防
本
部
指
導
員
・
南

東
方
面
隊
が
一
丸
と
な
り
同
じ
目
標
に
向

か
っ
て
訓
練
に
励
ん
で
こ
れ
た
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
団
の
士
気
が
上
が
り
団
結
力

が
高
ま
り
、
普
段
の
現
場
活
動
に
も
役
立
つ

経
験
と
な
っ
た
の
で
確
実
に
今
後
の
活
動
の

糧
と
な
り
ま
し
た
。

　
団
長
は
じ
め
団
本
部
、
各
分
団
、
O
B
の

皆
様
に
は
た
く
さ
ん
の
応
援
・
サ
ポ
ー
ト
を

い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

■
（
南
高
安
分
団　
山
下
・
市
田
）
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型
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部  
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令
和
７
年
度
に
消
防
団
員
の
任
命
を

受
け
ら
れ
た
、
25
名
の
新
団
員
の
皆
さ

ん
に
こ
れ
か
ら
の
抱
負
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た
。

　
植
田 

晋
乃
介
（
南
高
安
）

① 

会
社
員

② 
バ
イ
ク

③ �
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
野
里　
幸
太
（
山
本
）

① 

自
営
業

② 

キ
ャ
ン
プ

③ �

育
て
て
頂
い
た
地
域
の

力
に
な
れ
る
様
に
、
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
宮
里　
奏
太
朗
（
曙
川
）

① 

解
体
業

② 

ゴ
ル
フ

③ �

地
域
の
方
達
の
力
に
な

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
日
笠　
直
行
（
八
尾
）

① 

自
営
業

② 

ス
ポ
ー
ツ
観
戦

③ �

地
域
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
消
防
団
の
活
動
を

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

　
畑
中　
勇
人
（
南
高
安
）

① 

農
業

② 

旅
行

③ �

少
し
で
も
地
元
に
貢
献

出
来
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

　
古
谷　
将
人
（
山
本
）

① 

会
社
員

② 

野
球

③ �

安
全
を
守
る
為
精
一
杯

努
力
し
ま
す
。

　
西
村　
燈
矢
（
曙
川
）

① 

鉄
鋼
業

② 

サ
ッ
カ
ー

③ �

色
々
分
か
ら
な
い
事
だ

ら
け
で
す
が
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
小
林　
隆
廣
（
八
尾
）

① 

会
社
員

② 

バ
イ
ク

③ �

活
動
に
参
加
し
、
た
く

さ
ん
の
事
を
吸
収
し
な

が
ら
頑
張
り
ま
す
。

　
田
代　
哲
也
（
西
郡
）

① 

解
体
業

② 

旅
行

③ �

地
域
に
貢
献
出
来
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
井
畑　
成
貴
（
南
高
安
）

① 

会
社
員

② 

ゴ
ル
フ 

野
球

③ �

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
松
下　
大
輔
（
高
安
）

① 

自
営
業

② �

ド
ラ
イ
ブ 

旅
行  

洗
車 

ス
キ
ー

③ �

自
身
が
生
ま
れ
育
っ
た
地

域
で
、
何
か
に
尽
力
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
谷
村　
拓
海
（
曙
川
）

① 

フ
リ
ー
ラ
ン
ス

② 

筋
ト
レ

③ �

少
し
で
も
地
域
の
力
に

な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

　
加
藤　
祐
造
（
八
尾
）

① 

会
社
員

② 

ゴ
ル
フ 

釣
り

③ �

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に

少
し
で
も
貢
献
出
来
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
久
保　
憲
聖
（
久
宝
寺
）

① 

建
築
業

② 

サ
ッ
カ
ー

③ �

地
域
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
金
沢　
賢
（
南
高
安
）

① 

水
道
業

② 

釣
り

③ �

消
防
団
と
し
て
い
ち
早

く
作
業
な
ど
を
覚
え
て

地
域
の
皆
様
に
貢
献
出

来
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
松
村　
真
吾
（
南
高
安
）

① 

造
園
業 

生
花
園
芸
販
売
業

② 

祭
り

③ �

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て

き
た
地
域
に
少
し
で
も
恩

返
し
で
き
る
よ
う
に
精
一

杯
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
鈴
木　
翔
士
（
南
高
安
）

① 

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

② 

釣
り

③ �

一
歩
一
歩
、
日
々
知
識
、

技
量
を
積
み
重
ね
真
面

目
に
頑
張
り
ま
す
。

　
西
尾　
裕
子
（
女
性
）

① 

介
護
福
祉
士

② 

水
泳 

ハ
イ
キ
ン
グ

③ �

高
齢
者
、
障
が
い
者
、

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人

な
ど
全
て
の
人
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指

し
て
日
々
研
鑽
し
ま
す
。

　
深
町　
正
（
八
尾
）

① 

会
社
員

② 

登
山　
ゴ
ル
フ

③ �

地
域
と
消
防
団
の
一
員

と
し
て
責
任
を
持
っ
て

勤
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

 �

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
秦　
永
基
（
西
郡
）

① 

自
営
業

② 

サ
ッ
カ
ー 

ゴ
ル
フ

③ �

お
世
話
に
な
っ
た
地
域

に
貢
献
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　
小
柳　
金
吾
（
久
宝
寺
）

① 

会
社
員

② 

野
球
観
戦

③ �

地
域
の
防
災
安
全
の
為
、

役
に
た
て
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

　
安
藤　
剛
志
（
南
高
安
）

① 

理
学
療
法
士　

② 

旅
行

③ �

一
人
で
も
多
く
の
人
を

助
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

　
辻　
国
宜
（
南
高
安
）

① 

会
社
員

② 

映
画
鑑
賞

③ �

地
域
に
貢
献
で
き
る
消
防

団
員
と
し
て
、
諸
先
輩
方

の
ご
指
導
の
も
と
、
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
川
島　
督
啓
（
八
尾
）

① 

会
社
経
営

② 

ゴ
ル
フ

③ �

少
し
で
も
地
域
に
貢
献

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

　
橋
本　
辰
夫
（
西
郡
）

① 

建
設
業

② 

ゴ
ル
フ 

釣
り

③ �「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で

守
る
」
と
い
う
精
神
に

基
づ
き
頑
張
り
ま
す
。

 

氏
名
（
所
属
）

①
職
業

②
趣
味

③
抱
負

新
団
員
の
紹
介

新
団
員
の
紹
介



第 52 号（3） 八 尾 市 消 防 団 広 報 令和 7年 (2025) ９ 月

地　 域　 を　 守　 る　 消　 防　 団

　
３
月
22
日
（
土
）
八
尾
市
役
所
で
初

め
て
女
性
消
防
団
員
と
し
て
救
命
講
習

に
参
加
し
ま
し
た
。
同
じ
女
性
消
防
団

の
方
と
ペ
ア
を
組
み
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
講
習
を
進
め
ま
し
た
。
市
民

の
皆
さ
ん
は
と
て
も
熱
心
で
、
積
極
的

に
質
問
を
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
答
え

る
の
が
難
し
い
質
問
や
、「
実
際
に
こ

の
よ
う
な
場
面
に
遭
遇
し
た
」
と
い
う

リ
ア
ル
な
声
も
あ
り
、
救
命
講
習
が
い

か
に
重
要
か
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ペ
ア
の
方
が
的
確
に
対
応
し
、
市
民
の

方
々
も
納
得
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
自

分
自
身
の
経
験
不
足
も
痛
感
し
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
を
通
じ
て
、
座
学
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
り
、
救
命
講
習
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
力
や
質
問
に
的
確
に

答
え
る
ス
キ
ル
が
必
要
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。
今
後
は
も
っ
と
経
験
を
積
み
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
前
で
自
信
を
持
っ
て

講
習
を
行
え
る
よ
う
、
ス
キ
ル
を
磨
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
の
挑
戦
で

し
た
が
、
多
く
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
活
動
に
参
加
し

て
、
経
験
値
を
高
め
、
自
身
の
経
験
を

人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

■
（
女
性
分
団　
山
本
）

　
３
月
30
日
（
日
）
に
東
山
本
小
学
校

校
庭
で
『
は
る
ご
と
フ
ェ
ス
w
i
t
h

楽
し
く
防
災
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
、
小
学
生
と
保
護
者
向
け

に
地
域
防
災
に
つ
い
て
学
び
体
験
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
水
消
火
器
を
使
っ
た

消
火
体
験
、
煙
中
体
験
、
119
番
通
報
体

験
、
小
型
ポ
ン
プ
で
の
放
水
体
験
、
防

災
カ
ル
タ
ゲ
ー
ム
や
防
災
食
試
食
な
ど

様
々
な
体
験
を
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

の
方
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
に
楽
し
く

学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
方
々
を
中
心

に
、
消
防
署
の
方
々
、
消
防
団
山
本
分

団
が
参
加
し
ま
し
た
。
山
本
分
団
は
小

学
校
の
プ
ー
ル
の
水
を
利
用
し
、
小
型

ポ
ン
プ
で
の
放
水
体
験
を
担
当
し
ま
し

た
。
子
ど
も
達
に
は
筒
先
を
持
っ
て
も

ら
い
、
水
圧
の
強
さ
や
、
狙
っ
た
と
こ

ろ
に
放
水
す
る
難
し
さ
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
順
番
待
ち
が
で
る
ほ
ど
、
沢

山
の
子
ど
も
達
に
楽
し
く
体
験
し
て
も

ら
え
て
良
か
っ
た
で
す
。
大
人
の
方
に

は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
始
動
方
法
を
お
伝

え
し
、
災
害
時
に
地
域
の
方
だ
け
で
も

使
え
る
よ
う
に
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
防
災
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
地

域
の
方
々
と
自
主
防
災
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
消
防
本
部
や

消
防
団
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
の
で
、

地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
確
立
、
自
主

防
災
組
織
と
消
防
団
の
連
携
な
ど
を
行

え
る
よ
う
に
、
今
後
の
取
り
組
み
を
一

層
強
化
し
て
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く

り
に
消
防
団
と
し
て
協
力
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

�

■
（
山
本
分
団　
藤
本
・
椿
本
）

女
性
分
団
　
救
命
講
習

女
性
分
団
　
救
命
講
習

は
る
ご
と
フェス

は
る
ご
と
フェス
withwith
楽
し
く
防
災

楽
し
く
防
災
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４
月
１
日
（
火
）
八
尾
市
消
防
本
部

に
て
任
命
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
新
年

度
最
初
の
消
防
団
行
事
と
し
て
幹
部
昇

任
団
員
35
名
、
新
消
防
団
員
24
名
に
辞

令
交
付
と
令
和
7
年
3
月
31
日
付
け
で

退
団
さ
れ
た
退
団
者
24
名
の
方
々
に
感

謝
状
の
贈
呈
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
昨
今
、
消
防
団
員
の
確
保
が
難
し
い

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
退
団
者
24
名
に
対

し
新
団
員
24
名
と
、
減
少
せ
ず
に
入
れ

替
わ
り
で
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
各
分
団

の
皆
様
の
地
域
住
民
の
方
々
に
対
す
る

広
報
活
動
や
交
流
等
の
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
た
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。

　
４
月
19
日
（
土
）
東
大
阪
市
の
花
園

中
央
公
園
に
て
、
東
大
阪
市
・
八
尾
市

合
同
で
恩
智
川
水
防
訓
練
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
訓
練
内
容
は
、
集
中
豪
雨
の
た
め
恩

智
川
の
水
位
が
急
上
昇
し
、
越
水
が
発

生
し
た
場
面
を
想
定
し
た
、
各
種
水
防

工
法
の
確
認
・
作
業
の
実
施
で
し
た
。

　
八
尾
市
消
防
団
は
「
杭
打
ち
積
み
土

の
う
工
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
工
法

は
、
裏
の
り
面(

居
住
地
側
の
斜
面)

に

崩
れ
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
杭
を
等
間

隔
で
打
ち
付
け
土
の
う
を
積
み
固
め
る

こ
と
で
裏
の
り
面
の
補
強
を
行
う
為
の

工
法
で
す
。

　
今
後
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
大
規
模
災

害
等
に
備
え
、
地
域
防
災
力
の
中
核
の

我
々
消
防
団
が
円
滑
な
活
動
を
行
う
為

に
、
地
域
住
民
の
方
々
の
よ
り
一
層
の

理
解
や
協
力
が
不
可
欠
と
な
る
の
で
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
団
員
の
確
保

に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
新
入
団
員
の
方
々
に
は
、
先

輩
団
員
の
皆
様
の
指
導
の
も
と
１
日
も

早
く
消
防
団
員
と
し
て
の
必
要
な
技
術

と
知
識
の
習
得
に
向
け
て
励
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

�

■
（
志
紀
分
団　
井
形
・
辻
村
）

　
今
回
の
訓
練
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
有
事
の
際
に
は
訓
練
で
学
ん
だ
土

の
う
作
成
や
水
防
工
法
を
活
か
せ
る
よ

う
に
、
日
頃
の
準
備
と
訓
練
が
い
か
に

重
要
か
と
い
う
こ
と
を
肌
身
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
正
分
団
は
南
端
に
大
和
川
が
面
し

て
お
り
、
近
年
の
温
暖
化
の
影
響
で
台

風
や
豪
雨
に
よ
り
、
水
位
が
急
上
昇
す

る
恐
れ
が
増
し
て
き
ま
し
た
。

　
日
々
の
貴
重
な
訓
練
を
無
駄
に
す
る

こ
と
無
く
取
り
組
み
、
他
の
団
員
に
も

今
回
の
訓
練
内
容
を
共
有
し
、
有
事
の

際
に
は
一
つ
で
も
多
く
行
動
で
き
る
よ

う
に
準
備
し
て
い
き
ま
す
。

�

■
（
大
正
分
団　
福
井
・
山
内
）

令
和
７
年
度
任
命
式

令
和
７
年
度
任
命
式

恩
智
川
水
防
訓
練

恩
智
川
水
防
訓
練
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５
月
11
日
（
日
）（
A
課
程
）
６
月

１
日
（
日
）（
B
課
程
）
の
２
日
間
、

大
阪
府
立
消
防
学
校
に
て
、
新
団
員
を

対
象
と
し
た
基
礎
教
育
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
受
講
内
容
に
つ
い
て
は
、
A
課
程
で

は
、
ポ
ン
プ
操
作
（
器
具
取
扱
要
領
、

放
水
訓
練
）、
安
全
管
理
（
座
学
）、
訓

練
礼
式
（
規
律
）
を
、
B
課
程
で
は
、

救
急
救
助
（
搬
送
及
び
ロ
ー
プ
結
索
）、

火
災
防
御
（
座
学
）
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
基
礎
教
育
訓
練
を
受
講
で
き

た
こ
と
で
、
消
防
団
員
と
し
て
の
自
覚

を
意
識
す
る
と
と
も
に
、
責
任
の
大
き

さ
を
再
認
識
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
５
月
24
日
（
土
）
幸
町
第
一
公
園
に

て
、
木
村
長
門
之
守
重
成
公
祭
礼
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
天
候
は
去
年
に
引
き
続
き
の
雨
で
し

た
が
、
各
諸
団
体
や
地
域
の
方
々
、
関

係
者
等
を
招
き
御
参
拝
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
に
な
り
ま
し
た
「
大
阪
城

赤
備
隊
」
の
甲
冑
姿
は
今
年
も
壮
観
で

見
応
え
の
あ
る
祭
礼
と
な
り
ま
し
た
。

　
雨
は
一
日
中
降
り
続
け
ま
し
た
が
昼

か
ら
は
夜
店
も
出
て
西
郡
地
車
保
存
会

に
は
だ
ん
じ
り
を
持
っ
て
来
て
も
ら
い
、

天
神
囃
子
を
響
き
渡
ら
せ
て
夜
遅
く
ま

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
基
礎
教
育
訓
練
で
学
ん
だ
こ

と
を
基
礎
と
し
、
各
分
団
に
て
復
習
、

応
用
を
繰
り
返
し
、
個
々
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
、
分
団
の
活
性
化
、
結
束
力
に

生
か
し
、
来
る
べ
き
有
事
の
際
に
は
地

域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
員
と
し
て
、

市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
、
今
回

学
ん
だ
こ
と
を
災
害
現
場
で
活
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

�

■
（
八
尾
分
団　
中
村
・
小
林
）

　

慶
長
19
年
（
1614
）
大
坂
冬
の
陣
で
、

徳
川
方
が
取
り
囲
ん
だ
大
阪
城
内
に
女

官
の
目
を
奪
う
気
品
に
満
ち
た
色
白
美

男
の
武
将
が
い
た
。
豊
臣
方
の
歴
戦
の

豪
傑
後
藤
又
兵
衛
が
勇
敢
な
戦
い
ぶ
り

に
一
目
置
い
た
若
武
者
木
村
長
門
之
守

重
成
で
あ
る
。
慶
長
20
年
（
1615
）
大
坂

夏
の
陣
で
は
兜
に
香
を
焚
い
て
徳
川
方

の
敵
陣
に
突
入
し
、
首
実
検
を
し
た
徳

川
家
康
が
そ
の
覚
悟
に
感
服
し
た
と
い

う
逸
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

�

■
（
西
郡
分
団　
平
木
・
荒
井
）

新
団
員
基
礎
教
育
訓
練

新
団
員
基
礎
教
育
訓
練

木
村
長
門
之
守
重
成
公
祭
礼

木
村
長
門
之
守
重
成
公
祭
礼
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６
月
１
日
（
日
）
亀
井
小
学
校
に
て

校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
の
世
代

間
交
流
を
目
的
と
し
た
「
地
域
フ
ェ
ス

タ
」
が
開
催
さ
れ
、
龍
華
分
団
も
参
加

し
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
た
天
気
も
何
と

か
持
ち
こ
た
え
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の

方
々
が
ご
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
ブ
ー
ス
と
し
て
、
消
防
車
両
の

展
示
・
試
乗
や
子
ど
も
用
の
防
火
服
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
試
着
し
て
の
写
真
撮
影
、

消
防
署
に
よ
る
プ
ー
ル
で
の
放
水
体
験

な
ど
を
用
意
し
、
多
く
の
お
子
様
や
来

場
さ
れ
た
方
々
に
関
心
、
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
29
日
（
日
）
天
王
寺
屋
町
内
に

て
地
区
住
民
の
方
を
対
象
と
し
た
防
災

訓
練
が
開
催
さ
れ
、
当
日
は
消
防
署
職

員
・
消
防
団
員
・
大
阪
経
済
法
科
大
学

学
生
消
防
隊
（
S
A
F
E
T
Y
）
が
消

火
訓
練
や
救
命
講
習
な
ど
の
実
技
の
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
の
参
加
者
は
約
20
名
と
決
し
て

多
く
は
な
い
も
の
の
、
防
災
意
識
の
高

い
地
区
住
民
の
方
に
参
加
を
頂
き
ま
し

た
。
参
加
者
の
方
に
は
2
つ
の
班
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

各
訓
練
に
参
加
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
前
回
に
引
き
続
き
消
防

団
員
募
集
と
消
防
団
の
啓
発
活
動
も
行

い
ま
し
た
。
少
し
で
も
多
く
の
方
に
消

防
団
の
活
動
内
容
や
存
在
意
義
を
認
知

し
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
て
「
顔

の
見
え
る
関
係
性
」
を
構
築
し
、
大
災

害
等
の
有
事
に
備
え
、「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
こ
と
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

■
（
龍
華
分
団 

兼
山
・
佐
々
木
）

【
通
報
訓
練
】
119
番
通
報
の
際
に
い
か

に
冷
静
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
、
ま
た

状
況
の
説
明
や
通
報
場
所
の
判
断
の
仕

方
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

【
応
急
担
架
の
作
成
と
搬
送
】
毛
布
や

物
干
し
竿
等
の
身
近
な
も
の
を
使
っ
て

の
負
傷
者
の
搬
送
方
法
や
、
担
架
を
用

意
で
き
な
い
場
合
の
少
人
数
で
の
負
傷

者
の
搬
送
方
法
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

【
初
期
消
火
訓
練
】
基
本
的
な
消
火
器

の
取
り
扱
い
方
法
等
の
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

【
A
E
D
講
習
】
A
E
D
の
使
用
方
法

や
胸
骨
圧
迫
の
行
い
方
や
そ
れ
ぞ
れ
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
押
さ
え
て
の
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
地
域
の
防
災
訓
練
に
何

度
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
防
災
力
の
向
上
に
繋
が
り
ま
す
の

で
、
継
続
し
て
訓
練
を
実
施
、
参
加
し

て
頂
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

�

■
（
曙
川
分
団　
岩
元
・
森
）

亀
井
小
学
校
区
地
域
フェス
タ

亀
井
小
学
校
区
地
域
フェス
タ

天
王
寺
屋
第
一
町
会
防
災
訓
練

天
王
寺
屋
第
一
町
会
防
災
訓
練
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７
月
19
日
（
土
）
20
日
（
日
）
に
高

安
地
区
で
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夏
祭
り
は
各
地
区
で
太
鼓
台
や
地
車
を

出
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
は
各
地
区
で
太
鼓
台
運
行

中
の
警
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
20
日
に
は
松
の
馬
場
に
て
神
立
、
水

越
、
楽
音
寺
、
大
窪
、
大
竹
、
千
塚
、

郡
川
の
7
地
区
の
太
鼓
台
に
よ
っ
て
担

ぎ
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
太
鼓
台
が

7
台
集
ま
る
と
迫
力
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
大
変
暑
い
中
で
し
た
が
、
参
加

し
た
み
な
さ
ん
の
力
で
今
年
も
素
晴
ら

し
い
祭
り
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
７
月
27
日
（
日
）
モ
リ
タ
A
T
I
セ

ン
タ
ー
に
て
中
河
内
地
区
支
部
消
防
総

合
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
晴
天
の
も
と
、
八
尾
市
・
柏
原
市
・

東
大
阪
市
の
消
防
団
員
が
参
加
し
、
八

尾
市
消
防
団
・
藤
本
副
団
長
の
総
指
揮

の
も
と
、
統
率
の
取
れ
た
規
律
あ
る
訓

練
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
訓
練
は
、
消
防
技
術
及
び
団
体
規

律
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
優
秀
団

員
の
表
彰
を
行
う
こ
と
で
団
員
の
士
気

を
高
め
、
消
防
力
を
強
化
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
尾
市

と
東
大
阪
市
は
中
河
内
地
区
支
部
代
表

と
し
て
、
大
阪
府
立
消
防
学
校
で
開
催

さ
れ
る
大
阪
府
消
防
操
法
訓
練
大
会
に

出
場
し
ま
す
。
そ
の
日
頃
の
訓
練
成
果

を
、
来
賓
や
見
学
者
の
見
守
る
中
で
見

事
に
披
露
し
ま
し
た
。

�

■
（
久
宝
寺
分
団　
松
田
・
岡
田
）

　
高
安
地
区
で
は
青
年
団
の
人
数
が
少

な
く
な
り
、
青
年
団
自
体
が
な
く
な
っ

た
地
区
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
祭
り

を
続
け
て
い
く
こ
と
は
大
変
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
私
は
青
年
団
に
入
っ
て
祭
り
に
参
加

し
て
い
た
こ
と
で
、
先
輩
方
と
の
繋
が

り
が
あ
り
消
防
団
に
入
ら
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
近
年
、
新
し
く
消
防
団

員
に
な
っ
て
く
れ
る
人
を
探
す
こ
と
は

大
変
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
祭
り

な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
繋
が
り
を
強
く

し
て
い
く
こ
と
は
大
事
な
こ
と
な
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

�

■
（
高
安
分
団　
清
水
・
竹
本
）

委
員
長

久
宝
寺
分
団　
松 

田　
孝 

志

副
委
員
長

西
郡
分
団　
　
荒 

井　
　

 

宏

山
本
分
団　
　
藤 

本　
雄 

太

委
　
　
員

久
宝
寺
分
団　
岡 

田　
素 

之

西
郡
分
団　
　
平 

木　
康 

晴

八
尾
分
団　
　

�

中 

村　
道 

弘 

小 

林　
隆 

廣

龍
華
分
団　
　

�

佐
々
木 

祐 

介 

兼 

山　
泰 

治

大
正
分
団　
　

�

福 

井　
雅 

悠 

山 

内　
　

 

聡

曙
川
分
団　
　

�

岩 

元　
雄 

亮 

森 　
　
弘 

樹

南
高
安
分
団　

�

山 

下　
貴 

弘 

市 

田　
篤 

史

高
安
分
団　
　

�

清 

水　
大 

輔 

竹 

本　
亮 

太

山
本
分
団　
　
椿 

本　
達 

也

志
紀
分
団　
　

�

井 

形　
　

 

肇 

辻 

村　
　

 

学

広
報
部
員
名
簿

高
安
地
区
夏
祭
り

高
安
地
区
夏
祭
り

中
河
内
地
区
支
部
総
合
訓
練

中
河
内
地
区
支
部
総
合
訓
練
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１番員１番員
巽　純也巽　純也

　
本
気
で
優
勝
を
目
指
し
訓
練
を
し
て

い
た
最
中
、
訓
練
中
に
足
を
骨
折
。
不

甲
斐
な
く
１
番
員
を
川
﨑
団
員
へ
託
し

離
脱
し
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
か
な

く
、
言
葉
が
出
て
き
ま
せ
ん
。
サ
ポ
ー

ト
し
て
頂
い
た
南
東
方
面
隊
の
皆
様
、

本
部
事
務
局
の
皆
様
、
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

１番員１番員
川﨑　直也川﨑　直也

　
こ
の
度
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
１
番

員
と
し
て
出
場
い
た
し
ま
し
た
。
理
想

の
操
法
が
う
ま
く
出
来
ず
、
基
準
タ
イ

ム
も
ク
リ
ア
出
来
な
い
時
、
訓
練
後
の

反
省
会
や
自
主
訓
練
に
も
皆
さ
ん
に
付

き
合
っ
て
も
ら
い
、
な
ん
と
か
形
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
優
勝
に
は
手
が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
、 

南
東
方

面
隊
の
団
結
力
が
最
高
に
高
ま
っ
た
と

思
い
ま
す
。

２番員２番員
松倉　良典松倉　良典

　
２
番
員
と
し
て
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に

出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初

の
頃
は
理
想
的
な
操
法
を
中
々
出
来
ず

タ
イ
ム
も
か
か
っ
て
し
ま
い
何
故
上
手

く
出
来
な
い
の
か
と
悔
し
い
気
持
ち
で

し
た
。

　

で
す
が
練
習
を
重
ね
て
行
く
度
に
、

南
東
方
面
隊
の
方
々
、
本
部
指
導
員
の

方
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
も
あ

り
徐
々
に
上
手
な
操
法
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
目
標
と
し
て
い
た
優
勝
に
は
届
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
訓
練
、
大
会

の
経
験
を
、
今
後
の
私
自
身
の
消
防
団

活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

３番員３番員
阪口　将阪口　将

　
こ
の
度
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
３
番

員
と
し
て
出
場
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

４
月
か
ら
週
２
回
の
訓
練
が
始
ま
り
、

当
初
は
全
く
覚
え
ら
れ
ず
、
規
律
も
ワ

ン
テ
ン
ポ
遅
く
辛
酸
を
舐
め
ま
し
た
。

訓
練
回
数
を
重
ね
、
残
り
回
数
が
減
る

た
び
に
焦
り
が
募
る
が
少
し
ず
つ
正
確

迅
速
に
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
ご

指
導
頂
い
た
消
防
本
部
指
導
者
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
ホ
ー

ス
巻
き
や
機
材
設
営
、
ビ
デ
オ
撮
影
、

助
言
な
ど
多
く
し
て
頂
い
た
サ
ポ
ー
ト

の
皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　
優
勝
は
逃
し
ま
し
た
が
、
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

補助員補助員
浅野　真人浅野　真人

　
訓
練
期
間
中
は
、
八
尾
市
消
防
本
部

の
皆
様
、
八
尾
市
消
防
団
の
皆
様
に
は

多
大
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
支
え

の
お
か
げ
で
訓
練
期
間
を
乗
り
越
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
結
果
は
、
残
念

な
が
ら
優
勝
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
回
の
経
験
を
次
に
活
か
し
消
防

団
活
動
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

指揮者指揮者
阪田　順康阪田　順康

　
指
揮
者
と
し
て
大
会
に
出
場
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
の
頃
は
思
い

通
り
の
操
法
が
出
来
ず
、
何
よ
り
体
力

の
衰
え
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
部
の
指
導
員
の
方
々
の
指
導
、
分
団

の
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
少
し
ず

つ
操
法
も
形
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
私
の
所
属
す
る
南
高
安
分
団
に

は
操
法
大
会
で
優
勝
を
経
験
し
た
先
輩

方
が
い
て
訓
練
時
に
は
本
当
に
頼
り
に

な
る
存
在
で
し
た
。
南
東
方
面
隊
の
先

輩
方
、
同
期
の
団
員
、
後
輩
の
団
員
の

皆
様
、
色
々
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
そ
し
て
当
日
、
皆
様
の
絶
大
な
る
ご

協
力
が
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
良

い
結
果
が
出
せ
ず
、
悔
し
い
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
た
だ
、
今
回
消
防
大
会
に
出
場
で
き

た
こ
と
は
消
防
人
生
に
と
っ
て
良
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

消
防
大
会
を
終
え
て

消
防
大
会
を
終
え
て


